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1.2023年3月期第1四半期の連結業績(2022年4月1日～2022年6月30日)
(1)連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 25,610 1.7 1,737 △42.3 1,956 △39.6 1,168 △47.5

2022年3月期第1四半期 25,176 △4.3 3,010 23.1 3,242 29.3 2,227 50.8

(注)包括利益 　2023年3月期第1四半期 1,246 百万円 ( △46.4％)　2022年3月期第1四半期 2,327 百万円 ( 58.7％)

1株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 9.67 9.63

2022年3月期第1四半期 18.46 18.38

(2)連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 100,744 73,942 72.8

2022年3月期 100,121 74,073 73.3

(参考) 自己資本 　2023年3月期第1四半期 73,302 百万円 2022年3月期 73,432 百万円

2.配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 － 17.00 － 17.00 34.00

2023年3月期 －

2023年3月期(予想) 17.00 － 17.00 34.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3.2023年3月期の連結業績予想(2022年4月1日～2023年3月31日)
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 51,160 2.6 3,600 △30.4 4,100 △26.2 2,700 △33.7 22.33

通 期 109,400 5.2 10,400 6.4 11,000 5.8 7,450 0.4 61.61

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

　



※ 注記事項

(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)

(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4)発行済株式数(普通株式)

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2023年3月期1Q 130,353,200株 2022年3月期 130,353,200株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q 9,431,541株 2022年3月期 9,677,463株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2023年3月期1Q 120,848,804株 2022年3月期1Q 120,665,289株

(注) 期末自己株式数には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式(2023年3月期1Q 211,313株、2022年3月期

211,500株)が含まれております。また、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式を、期中平均株式数の計

算において控除する自己株式に含めております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予

想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信(添付資料)４ペ

ージ「１.当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間の売上高は、主力の化粧品関連事業、栄養補助食品関連事業が増収となり、全体では

25,610百万円(前年同期比1.7％増)となりました。営業利益は、売上増により売上総利益が増加したものの、お客様

基盤拡大のために広告宣伝費を積極的に使用したことなどにより、1,737百万円(前年同期比42.3％減)となりまし

た。経常利益は1,956百万円(前年同期比39.6％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,168百万円(前年同期比

47.5％減)となりました。

　

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①化粧品関連事業

売上高

化粧品関連事業の売上高は、14,885百万円(前年同期比2.6％増)となりました。

2022年３月期
前第１四半期連結累計期間

2023年３月期
当第１四半期連結累計期間 伸び率

(％)金額
(百万円)

構成比
(％)

金額
(百万円)

構成比
(％)

ファンケル化粧品 10,507 72.5 10,882 73.1 3.6

アテニア化粧品 3,456 23.8 3,469 23.3 0.4

boscia(ボウシャ) 321 2.2 233 1.6 △27.2

その他 221 1.5 300 2.0 35.9

合計 14,506 100.0 14,885 100.0 2.6

2022年３月期
前第１四半期連結累計期間

2023年３月期
当第１四半期連結累計期間 伸び率

(％)金額
(百万円)

構成比
(％)

金額
(百万円)

構成比
(％)

通信販売 7,508 51.7 7,795 52.4 3.8

店舗販売 3,249 22.4 3,281 22.0 1.0

卸販売他 1,998 13.8 2,364 15.9 18.4

海外 1,751 12.1 1,443 9.7 △17.6

合計 14,506 100.0 14,885 100.0 2.6

フフフフファァァァァンンンンンケケケケケルルルルル化化化化化粧粧粧粧粧品品品品品は、広告宣伝を強化した「エンリッチプラス」「マイルドクレンジング オイル」などが

堅調に推移したことに加え、新発売した「泥ジェル洗顔」の寄与により、10,882百万円(前年同期比3.6％増)

となりました。

アアアアアテテテテテニニニニニアアアアア化化化化化粧粧粧粧粧品品品品品は、海外が中国ロックダウンの影響により減収となったものの、国内は「スキンクリア ク

レンズ オイル」や、スペシャルケア製品が好調で、全体では3,469百万円(前年同期比0.4％増)となりまし

た。

bbbbbooooosssssccccciiiiiaaaaa(((((ボボボボボウウウウウシシシシシャャャャャ)))))は、リアル店舗向けの卸販売が振るわず、233百万円(前年同期比27.2％減)となりまし

た。

　販販販販販売売売売売チチチチチャャャャャネネネネネルルルルル別別別別別では、通信販売は7,795百万円(前年同期比3.8％増)、店舗販売は3,281百万円(前年同期比

1.0％増)、卸販売他は2,364百万円(前年同期比18.4％増)、海外は1,443百万円(前年同期比17.6％減)となりま

した。

営業損益

損益面では、売上増により売上総利益が増加したものの、広告宣伝費を積極的に使用したことなどにより、

営業利益は1,517百万円(前年同期比27.2％減)となりました。
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②栄養補助食品関連事業

売上高

栄養補助食品関連事業の売上高は、9,182百万円(前年同期比2.2％増)となりました。

2022年３月期
前第１四半期連結累計期間

2023年３月期
当第１四半期連結累計期間 伸び率

(％)金額
(百万円)

構成比
(％)

金額
(百万円)

構成比
(％)

通信販売 4,176 46.5 4,339 47.2 3.9

店舗販売 1,535 17.1 1,345 14.7 △12.4

卸販売他 2,349 26.1 2,723 29.7 15.9

海外 926 10.3 773 8.4 △16.5

合計 8,988 100.0 9,182 100.0 2.2

製製製製製品品品品品面面面面面では、広告宣伝を強化した「内脂サポート」が好調に推移したことに加え、「年代別サプリメント」

などが伸長し、増収となりました。

販販販販販売売売売売チチチチチャャャャャネネネネネルルルルル別別別別別では、通信販売は4,339百万円(前年同期比3.9％増)、店舗販売は1,345百万円(前年同期比

12.4％減)、卸販売他は2,723百万円(前年同期比15.9％増)、海外は773百万円(前年同期比16.5％減)となりま

した。

営業損益

　損益面では、相対的に原価率の高い卸販売他の売上構成比が高まったことによる売上総利益率の悪化に加

え、広告宣伝費を積極的に使用したことなどにより、営業利益は599百万円(前年同期比54.9％減)となりまし

た。

③その他関連事業

売上高

その他関連事業の売上高は、1,541百万円(前年同期比8.4％減)となりました。

2022年３月期
前第１四半期連結累計期間

2023年３月期
当第１四半期連結累計期間 伸び率

(％)金額
(百万円)

金額
(百万円)

発芽米 519 493 △5.0

青汁 494 466 △5.7

その他 667 581 △12.9

合計 1,682 1,541 △8.4

営業損益

　損益面では、減収となったものの、発芽米の売上総利益率の改善などにより売上総利益が増加し、営業利益は

14百万円(前年同期は29百万円の営業損失)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産は、前連結会計年度末に比べて623百万円増加し、100,744百万円となりました。この要因は、流動資産の

増加777百万円および固定資産の減少153百万円であります。流動資産の増加の主な要因は、現金及び預金の増加

233百万円と、前払費用の増加などによる流動資産「その他」の増加667百万円および商品及び製品の減少176百

万円であります。固定資産の減少の主な要因は、有形固定資産の減少861百万円と、長期前払費用の増加などに

よる投資その他の資産「その他」の増加764百万円であります。

負債は、前連結会計年度末に比べて754百万円増加し、26,802百万円となりました。この要因は、流動負債の

増加517百万円と、固定負債の増加236百万円であります。流動負債の増加の主な要因は、賞与引当金の増加628

百万円、契約負債の増加244百万円と、未払消費税等の増加などによる流動負債「その他」の増加369百万円およ

び買掛金の減少646百万円であります。固定負債の増加の主な要因は、役員株式給付引当金の増加37百万円と、

リース債務等の増加などによる固定負債「その他」の増加184百万円であります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて130百万円減少し、73,942百万円となりました。この主な要因は、配当

金の支払いによる利益剰余金の減少2,055百万円と、親会社株主に帰属する四半期純利益計上による利益剰余金

の増加1,168百万円および自己株式処分による自己株式の減少501百万円と、資本剰余金の増加175百万円であり

ます。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末から0.5ポイント下落し、72.8％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 最近の業績動向等を踏まえ、2022年５月10日の決算発表時に公表した2023年３月期(2022年４月１日～

　 2023年３月31日)の連結業績予想を以下のとおり修正いたしました。

　 ①2023年３月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

１株当たり
四半期純利益

前回発表予想(Ａ)
百万円
52,760

百万円
4,300

百万円
4,370

百万円
3,000

円 銭
24.86

今回修正予想(Ｂ) 51,160 3,600 4,100 2,700 22.33

増減額(Ｂ－Ａ) △1,600 △700 △270 △300 －

増減率(％) △3.0 △16.3 △6.2 △10.0 －

(ご参考)前期実績

(2022年３月期第２四半期)
49,876 5,171 5,558 4,070 33.73

　　 ②2023年３月期通期連結業績予想数値の修正

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

前回発表予想(Ａ)
百万円
111,000

百万円
11,100

百万円
11,250

百万円
7,700

円 銭
63.81

今回修正予想(Ｂ) 109,400 10,400 11,000 7,450 61.61

増減額(Ｂ－Ａ) △1,600 △700 △250 △250 －

増減率(％) △1.4 △6.3 △2.2 △3.2 －

(ご参考)前期実績

(2022年３月期)
103,992 9,771 10,401 7,421 61.50

国内事業はお客様基盤拡大のための戦略的な広告投資を行ったことなどにより、計画通りに進捗しています。

一方、海外事業が中国ロックダウンの影響により、計画を下回って推移しています。ロックダウン解除後の売上

回復も遅れていることから、2023年３月期第２四半期連結累計期間および通期の連結業績について、売上高およ

び各利益の予想を修正することといたしました。なお、営業外収益として円安による為替差益の計上を見込んで

います。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 30,108 30,341

受取手形及び売掛金 11,916 12,029

商品及び製品 5,518 5,342

原材料及び貯蔵品 5,610 5,546

その他 2,553 3,220

貸倒引当金 △101 △98

流動資産合計 55,605 56,382

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 34,715 34,434

減価償却累計額及び減損損失累計額 △19,103 △19,286

建物及び構築物（純額） 15,611 15,147

機械装置及び運搬具 16,783 16,851

減価償却累計額及び減損損失累計額 △10,326 △10,696

機械装置及び運搬具（純額） 6,456 6,154

工具、器具及び備品 9,981 9,899

減価償却累計額及び減損損失累計額 △8,435 △8,399

工具、器具及び備品（純額） 1,546 1,499

土地 14,214 13,914

リース資産 205 355

減価償却累計額及び減損損失累計額 △127 △152

リース資産（純額） 78 203

その他 - 114

減価償却累計額及び減損損失累計額 - △8

その他（純額） - 106

建設仮勘定 34 53

有形固定資産合計 37,941 37,080

無形固定資産

その他 2,587 2,530

無形固定資産合計 2,587 2,530

投資その他の資産

投資有価証券 125 125

その他 3,860 4,625

投資その他の資産合計 3,986 4,751

固定資産合計 44,516 44,362

資産合計 100,121 100,744
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,431 2,784

未払法人税等 1,271 1,193

契約負債 2,461 2,705

賞与引当金 1,234 1,862

資産除去債務 2 3

その他 5,971 6,341

流動負債合計 14,373 14,890

固定負債

転換社債型新株予約権付社債 10,100 10,087

役員株式給付引当金 108 145

退職給付に係る負債 880 907

資産除去債務 496 497

その他 89 274

固定負債合計 11,675 11,911

負債合計 26,048 26,802

純資産の部

株主資本

資本金 10,795 10,795

資本剰余金 12,003 12,178

利益剰余金 70,766 69,880

自己株式 △20,003 △19,501

株主資本合計 73,561 73,351

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 100 158

退職給付に係る調整累計額 △228 △208

その他の包括利益累計額合計 △128 △49

新株予約権 640 640

純資産合計 74,073 73,942

負債純資産合計 100,121 100,744
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 25,176 25,610

売上原価 8,375 8,336

売上総利益 16,800 17,273

販売費及び一般管理費 13,790 15,536

営業利益 3,010 1,737

営業外収益

受取利息 13 12

受取配当金 0 0

受取賃貸料 35 30

為替差益 160 184

雑収入 31 62

営業外収益合計 241 289

営業外費用

支払利息 0 0

固定資産賃貸費用 3 2

貸倒引当金繰入額 - 50

雑損失 4 18

営業外費用合計 8 70

経常利益 3,242 1,956

特別利益

固定資産売却益 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産除却損 4 2

減損損失 - 0

店舗閉鎖損失 9 -

その他 1 -

特別損失合計 16 2

税金等調整前四半期純利益 3,225 1,954

法人税、住民税及び事業税 794 1,079

法人税等調整額 204 △293

法人税等合計 998 785

四半期純利益 2,227 1,168

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,227 1,168
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 2,227 1,168

その他の包括利益

為替換算調整勘定 82 58

退職給付に係る調整額 18 20

その他の包括利益合計 100 78

四半期包括利益 2,327 1,246

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,327 1,246

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(米国財務会計基準審議会会計基準編纂書(ASC)第842号「リース」の適用)

米国会計基準を採用している在外連結子会社は、当第１四半期連結会計期間の期首より、ASC第842号「リー

ス」を適用しております。これにより、当該在外連結子会社における借手のリース取引については、原則として

すべてのリースを貸借対照表に資産および負債として計上することといたしました。当該会計基準の適用にあた

っては、経過措置で認められている、当該会計基準の適用による累積的影響を適用開始日に認識する方法を採用

しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首において、使用権資産は有形固定資産の「その他」に、リース債

務は流動負債の「その他」および固定負債の「その他」に含めて表示しております。なお、当該会計基準の適用

による四半期連結損益計算書に与える影響は軽微であります。
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（セグメント情報等）

前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

化粧品
関連事業

栄養
補助食品
関連事業

その他
関連事業
(注)１

売上高

外部顧客への売上高 14,506 8,988 1,682 25,176 － 25,176

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 14,506 8,988 1,682 25,176 － 25,176

セグメント利益又は損失（△） 2,083 1,328 △29 3,382 △372 3,010

(注) １ 「その他関連事業」は、雑貨、装身具類、肌着類、発芽米、青汁等で構成されております。

２ セグメント利益又は損失の調整額△372百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれ

ており、その主なものは、報告セグメントに帰属しない親会社本社の総務部門等に係る費用であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

化粧品
関連事業

栄養
補助食品
関連事業

その他
関連事業
(注)１

売上高

外部顧客への売上高 14,885 9,182 1,541 25,610 － 25,610

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 14,885 9,182 1,541 25,610 － 25,610

セグメント利益 1,517 599 14 2,131 △394 1,737

(注) １ 「その他関連事業」は、雑貨、装身具類、肌着類、発芽米、青汁等で構成されております。

２ セグメント利益の調整額△394百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれており、

その主なものは、報告セグメントに帰属しない親会社本社の総務部門等に係る費用であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　


